
[image: image1]
　前のステージでは，同じ語でもいろんな意味があることがわかったね。次は品詞（文の中の働き。名詞・動詞・形容詞などの記号で表示）に注目しよう。品詞が1つだけの単語もあれば，1つの単語にいくつもの品詞があるものもある。また，ちょっとつづりを変えて別の品詞に姿を変える単語もあるよ。辞典で調べるとき，その単語が文の中でどんな働きをしているかもいっしょに確認することが大切だ。

　１つの単語に複数の品詞（英和辞典）　　　　　　　　　　　
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●辞書を引いて，次のドリルにチャレンジしましょう。

[ドリル１]　There are two main characters in that story.

(1) 上の英文の下線部の語を英和辞典で調べ，品詞を書きましょう。 
(　　　　　)
(2)　英文に合った日本語を空所に書きましょう。

      その物語には2人の主要な  (　　　　　) がいる。

(3)　名詞には数えられる名詞と数えられない名詞があります。(2)で答えた意味ではcharacter はどちらの名詞ですか。また，それはどんな記号で示されていますか。

        数え (　　　　　)

名詞／記号 (　　　　　　)
[ドリル２]　次の英単語を英和辞典で調べ，赤字で書いてある意味を書きましょう。
(1)
blue  
形容詞　
(　　　　　　)
名詞  (     　　　　)
(2)
date  
名詞　
(　　　　　　)
動詞  (     　　　　)
(3)
excuse  
動詞

(　　　　　　)
名詞  (     　　　　)
(4)
favorite  
形容詞
(　　　　　　)
名詞  (     　　　　)
(5)
Japanese 
形容詞
(　　　　　　)　
名詞  (     　　　　)
[ドリル３]　次の英単語を英和辞典で調べ，その１番目の意味とその品詞を書きましょう。
　　　　　　　　　　　　意味　　　　　　　　　　品詞

(1) company 
(　　　　      ) 　　  (　　　　       　　)
(2) drink　 
(　　　　      )　　   (　　　　       　　)　

(3) laugh　 
(　　　　      )　　   (　　　　       　　)
(4) quite　

(　　　　      )　　   (　　　　       　　)
[image: image2.jpg]L 4
‘store . xr—»
—EE) (%) stores [-z])
QOCIE
+a food store RE
*a department store 7/3—h
‘run [keep] a store izt T %
O C(-D)EEIR; ZR(D) (of)
+a store of food BFE(ISDEX
—{E) (=881 stores [-z];
stored [-dJ; storing)
®---2EZS, HEz)d 5
*store important data
HHERT—REER 5



(5) welcome　
(　　　　      )　　   (　　　　       　　)
ステージ5　姿を変える「布」！？


―単語には8種類の品詞がある





品詞には，文中の働きに応じて，


名詞，代名詞，動詞，助動詞，形容詞，冠詞，副詞，前置詞，接続詞，間投詞


の8種類があるのよ。





ここに注目!　[自動詞と他動詞]　


　英語の動詞には自動詞と他動詞がある。「…を」とか「…に」とかの目的語を必要とする動詞を他動詞，目的語を必要としない動詞を自動詞といいます。


　この辞典でも他動詞を他，自動詞を自という記号で表しているよ。自動詞は補語をとるときもある。He became a teacher. （彼は先生になった）という文ではbecomeは自動詞で，a teacherが補語，主語のHe＝a teacherの関係になる。逆に主語と目的語との関係は主語＝目的語にならないので，目的語か補語かは主語との関係で区別できるよ。辞書を引いたら自動詞，他動詞の区別を確認することが大切だ！









